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植物生育におけるクラシック音楽が与える影響

古　川　結　菜（76期生）

抄　録
　私たち人間は音楽に影響を受けているといえるが、人間以外の動物や植物はどうなのだ
ろうかと疑問を持った。そして、日本の各地で行われている音響栽培の詳しい実態や効果
に興味を持ち、植物にクラシック音楽を聴かせる実験を行おうと考えた。そこで本研究で
は、植物生育におけるクラシック音楽が与える影響を明らかにすることを目的として、音
楽を聴かせないカイワレダイコンと音楽を聴かせるカイワレダイコンをそれぞれ栽培し、
発芽率や茎の長さを測定する対照実験を行った。その結果、クラシック音楽を聴かせたカ
イワレダイコンは発芽率が高くなり、また、音楽を聴かせなかったカイワレダイコンより
長く、元気な状態を保つことができた。しかし、茎の長さに違いは出なかった。これらよ
り、「音楽は植物に影響を与える」という一定の結論に至った。だがこの結果には、実験で
昼間ではなく夜間にのみ音楽を聴かせたことが影響していると考えられたため、昼間にも
音楽を聴かせた場合は実験結果が変わるのか、という新たな疑問が生まれた。その他にも、
カイワレダイコン以外の植物を用いた場合や、クラシック音楽ではなくロックやジャズを
聴かせた場合の実験結果も明らかにできれば、今後の音響栽培に役立つという発展の可能
性を得ることができた。
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1． はじめに
1.1 研究動機・背景
　古くから私たち人間は、音楽を好んで聴き、演奏し、そしてそれによって心を動かされ
ることがある。このことから、人間は音楽に影響を受けているといえるが、それは果たし
て人間だけなのだろうか。日本各地には、その「人間以外の何か」として「植物」が音楽
に影響を受けることを利用し、クラシック音楽を作物に聴かせて育てる、いわゆる音響栽
培をする農家がある。私はその音響栽培の実態や効果に興味を持ち、調査・実験をするこ
とにした。

1.2 研究目的と仮説
　本研究の目的は、植物生育におけるクラシック音楽が与える影響を明らかにすることで
ある。そして、実験結果を音響栽培などへの理解に役立てるものとする。また、仮説とし
て、実際に音響栽培を行う農家があることから「クラシック音楽を聴かせることで、植物
の成長が促進されるのではないか」と考えた。

2． 実験に向けた文献調査
　音響栽培について調べると、「音楽育ちの小松菜」「音楽育ちのお米」と宣伝する農家が
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あることがわかった。その農家（じゅんちゃんファーム）のホームページには、「モーツァ
ルトの曲は4000ヘルツを超える高周波音が多いので、音波が振動になって小松菜の成長を
促す」とあり、実際に朝から夕方まで毎日、モーツァルトの音源を聴かせて育てているな
どという内容の記載があった。

3． 研究方法
3.1 実験の対象・期間
　実験に用いる植物は、短期間での栽培が簡単なカイワレダイコンに限定し、実際に音響
栽培で使用されているモーツァルトの曲を聴かせることとする。カイワレダイコンの種は
計70粒使用し、音楽を聴かせないカイワレＡと、YouTubeで「長時間作業用モーツァルト
42曲　(W.A.Mozart Medley)」（4：25：19）を繰り返し聴かせるカイワレＢをそれぞれ
35粒ずつ栽培する対照実験を行った後、発芽率や茎の長さを測定することとした。

3.2 実験の方法・手順
　以下の手順で実験を行った。　

１）カイワレダイコンの栽培方法にならって、湿った脱脂綿に種をまき、発芽するまでア
ルミホイルをかぶせておく。

２）１）の間、カイワレＡは音楽の聴こえない暗室に置き、カイワレＢは別の暗室でクラ
シック音楽を聴かせる。また、どちらも植物の発芽条件（空気・水・適温）は揃え、水
はどちらも毎日２回同じ時間に与える。

３）発芽したら、カイワレＡ、Ｂそれぞれの発芽率を測定する。
４）発芽後は５cm程度成長するまでそれぞれ暗室に置き、カイワレＢには音楽を聴かせる。
５）５cm程度成長した後、昼間はカイワレＡ、Ｂともに音楽なしの状態で日光の当たる室

内で育て、夜間（22：00 〜 7：00）はカイワレＡ、Ｂともにそれぞれの暗室へ移動さ
せ、カイワレBはその間のみ音楽を聴かせる。

６）１）から５〜 10日経過後、茎の長さを測定する。

図１　種をまいた直後の様子　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

 
図1 種をまいた直後の様子 (左)カイワレA (右)カイワレB 

 

    
図2 アルミホイルをかぶせた様子 (左)カイワレA (右)カイワレB 

 

 
図3 暗室で5cm程度成長した状態 (左)カイワレA (右)カイワレB 
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図２　アルミホイルをかぶせた様子　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

図３　暗室で５cm程度成長した状態　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

3.3 分析方法
　手順３）で発芽した種の数を数え、母数の35粒からカイワレＡ、Ｂそれぞれの発芽率を
求める。また、手順６）ですべての茎の長さを測定し、カイワレＡ、Ｂそれぞれの平均値
を求める。

4． 実験結果
4.1 発芽率
　カイワレＡ、Ｂそれぞれの発芽した数から発芽率を求め、表１の結果を得た。

表１　カイワレＡ、Ｂの発芽率

カイワレＡ カイワレＢ

発芽した数 26 32

発芽率 約74％ 約91％

4.2 茎の長さ
　 栽 培 開 始 か ら ５ 日 後、 す べ て の 茎 の 長 さ を 測 定 し た 結 果、 カ イ ワ レ Ａ の 平 均 値 は
10.05cm、カイワレＢの平均値は10.32cmであった（図４）。また、その後も観察し、こ
れ以上成長しないと考えられる枯れた状態になったカイワレＡ、Ｂをそれぞれ再度測定し
たが、測定結果は変わらなかった。
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図４　茎の長さ　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

図５　枯れた状態　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

4.3 観察の継続
　元々、茎の長さの測定が完了したら栽培・観察を止める予定だったが、茎の長さが更に
伸びないか確認するためにその後も栽培・観察を継続した。すると、カイワレＡとカイワ
レＢが枯れるまでの日数に違いが出た。下の図６のように、栽培開始から６日後の時点で
はカイワレＡのみがしおれ、その翌日に、カイワレＢも同じくしおれた（図７）。

図６　栽培開始から６日後の状態　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

図７　栽培開始から７日後の状態　（左）カイワレＡ　（右）カイワレＢ

３.３分析方法 
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図4 茎の長さ (左)カイワレA (右)カイワレB 

 

 
図5 枯れた状態 (左)カイワレA (右)カイワレB 
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図6 栽培開始から6日後の状態 (左)カイワレA (右)カイワレB 

 

 
図7 栽培開始から7日後の状態 (左)カイワレA (右)カイワレB 

 

５．考察 

５.1実験結果から言えること 

 クラシック音楽を聴かせたカイワレB の発芽した種の数は，音楽を聴かせなかったカイワ
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5． 考察
5.1 実験結果からいえること
　クラシック音楽を聴かせたカイワレＢの発芽した種の数は、音楽を聴かせなかったカイ
ワレＡよりも６粒多く、クラシック音楽による差であるというのに十分な数値だと考える。
よって、「植物生育において、クラシック音楽を聴かせることは植物の発芽率を高める」と
いうことがいえる。
　一方、茎の長さの平均値の差は約0.3cmとわずかであり、その差がクラシック音楽によ
るものであるというには不十分なため、クラシック音楽を聴かせることで植物の成長を促
進させるとはいえないと考えた。
　実験結果の通り、測定後も観察を継続すると、カイワレＡは栽培開始から６日後にしお
れカイワレＢは７日後にしおれた。私はこれらから、音楽を聴かせたことで、カイワレＢ
がカイワレＡに比べて元気な状態を長く保つことができたため、栽培開始からしおれるま
での日数に差が生まれたではないかと考えた。

5.2 文献調査から考える実験結果の原因
　実際に音響栽培を行う農家がある一方、今回の実験で植物の成長が促進されなかったこ
とにはある原因があることがわかった。音響栽培を行う農家（じゅんちゃんファーム）の
ホームページには、「音波振動が空気中を伝わり作物の光合成を促進させるといわれていま
す」とある。植物は光を受けている間のみ光合成を行うが、今回の実験は自宅で行ったた
め、私や家族の生活リズムにより、昼間は音楽を聴かせず夜間（22：00 〜 7：00）のみ
カイワレＢには音楽を聴かせるという実験方法を取った。そのため、音楽によって光合成
が促進されることがなく、結果的にカイワレＡとカイワレＢの茎の長さに違いが出なかっ
たのだと考える。
　茎の長さに違いは出なかったものの、クラシック音楽を聴かせることで発芽率が高く
なった。その理由を明らかにするために、まずは発芽の仕組みについて調べた。植物の発
芽の順序を簡単に述べると、以下のようになる。

１）種子に水分が入り膨張し、種皮が破れる。
２）酸素を吸収し、栄養分がより吸収されやすいものに分解されるとともに、発芽のため

のエネルギーが得られるようになる。
３）幼根や芽が出る。（発芽）
　
　これらの仕組みを踏まえると、カイワレＡとカイワレＢの発芽率に違いが出た原因とし
て、初めから種子に含まれていた栄養分の差、水分や酸素を吸収する効率の差、栄養分の
分解やエネルギーの発生においての差、の３つが考えられる。ただし、初めから種子に含
まれていた栄養分は実験を行う前から決まっているため、原因の候補からは除くことがで
きる。よって、水分や酸素を吸収する効率の差、栄養分の分解やエネルギーの発生におい
ての差は、クラシック音楽を聴かせたことで生まれたと考えることができる。音は空気の
振動となって伝わるため、その振動が、水分や酸素の吸収や栄養分の分解、エネルギーの
発生に影響することで発芽を促したと考えられる。
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　また、カイワレＢがカイワレＡよりも長く元気な状態を保つことができた原因も、先に述
べた発芽率の高さの原因と同様であると考える。植物が元気な状態を保つためには、水分
や栄養分が必要である。そのため、カイワレＢは、音楽による振動でそれらの吸収が効率
良く行われ、カイワレＡより１日、しおれるのが遅くなったのだと考えられる。また、室

（2019）は「音を聴かせた方が成長量が大きくなる仕組みとして、植物が音の振動によっ
て、養分の利用効率が良くなることなどが考えられた」と述べている。このことから、本
研究の実験では成長量の差は見られなかったが、枯れるまでの日数に差が出たという実験
結果においても、音楽は水分や栄養分の吸収の効率だけでなく、吸収したそれらの利用効
率にも影響を与えていると考えられる。

6． 結論
　植物にクラシック音楽を聴かせることは、発芽を助けるはたらきを持ち、それはクラシッ
ク音楽が空気中の振動となって植物に伝わることで、発芽のための様々な過程に影響を与
えたからだと考えられる。また、植物にクラシック音楽を聴かせた方が、音楽を聴かせな
いときよりも長く元気な状態を保つことができる。だが、夜間のみクラシック音楽を聴か
せた場合、植物の成長を促進させるとはいえない。

7． 今後の展望
　本研究で明らかにできなかったことは２つ残った。１つは、昼間にも音楽を聴かせた場
合に実験結果は変わるのか、である。考察で述べた通り、茎の長さに大きな差が出なかっ
たのは、光合成が促進されなかったからである。そのため、本研究の実験では夜間のみ音
楽を聴かせたが、夜間だけでなく昼間にも音楽を聴かせれば、成長が促進されなかったと
いう結果とは違ってくるのではないかと考えられる。そしてもう１つは、カイワレダイコ
ン以外の植物を用いた場合に実験結果は変わるのか、である。本研究では、「植物」として
カイワレダイコンに限定して実験を行ったが、その実験結果がすべての植物で共通すると
はいえない。音響栽培に役立てるならば、実際に音響栽培をされている小松菜やその他の
食用の作物など、カイワレダイコン以外の植物でも実験を行う必要があると考える。
　本研究のテーマは「植物生育におけるクラシック音楽が与える影響」であったため、実
験にはクラシック音楽を使用した。文献調査により、実際の音響栽培でクラシック音楽が
使用されていることがわかったためそのジャンルに限定したのだが、クラシック以外の音
楽を聴かせた場合実験結果は変わるのか明らかにできれば、今後の音響栽培の発展に役立
つのではないかと考えられる。本研究では、クラシック音楽が植物に影響を与えることが
明らかになった。よって、ロックやジャズなど、クラシックも含めどの音楽が音響栽培に
最も適しているのか明らかにできれば、それもまた音響栽培の発展に大きく役立つと考え
る。
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